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1. 電気通信番号使用計画の認定基準の追加に伴う規定の整備
令和7年改正電気通信事業法において、犯罪捜査から免れるため短期間で休業状態になるような者や特殊詐欺に関する窃盗（受け子等）の罪を犯し

た者を排除するため、電気通信番号使用計画の認定における申請者の基準として次の要件が追加された。
・ 電気通信役務の継続的な実施が見込まれること
・ その提供する電気通信役務が詐欺罪等に利用されるおそれが高くないこと
これを踏まえ、①規律の対象となる電気通信番号の種別、②申請者の役務継続性を審査するための申請書類、③その提供する電気通信役務が詐
欺罪等に利用されるおそれが高い者の要件を規定する。

2. 卸電気通信役務を提供する際の確認義務に係る規定の整備
令和７年改正電気通信事業法において、一般的に特殊詐欺に使用される電気通信番号が卸電気通信役務の提供を受ける事業者から供給されてい

るという実態を踏まえ、事業者が他の事業者に卸電気通信役務を提供する場合に、次の取組を行うことが義務付けられた。
・ 卸先電気通信事業者が電気通信番号使用計画の認定を受けていることを確認すること
・ 一定以上の番号数を提供する場合には、卸先電気通信事業者の役務継続性の見込みを確認すること
これを踏まえ、①電気通信役務の提供を継続的に実施すると見込まれる要件、②電気通信番号使用計画の認定の有無及び役務継続性の確認方
法、③役務継続性の確認義務の適用除外となる提供番号数を規定する。

3. 見直し後の電気通信番号制度の適切な執行のため必要な規定の整備
電気通信番号を使用した卸電気通信役務の提供実態を適切に把握する観点から、所要の規定の整備を行う。

4. その他
①電気通信事業法において卸電気通信役務を提供する際の確認義務を規定したことに伴う現行規定の整理、②電気通信番号を取り巻く環境の変化

を踏まえた所要の規定の整備を行う。

＜主な内容＞

 近年、総務大臣から電気通信番号使用計画の認定を受けた電気通信事業者が、特殊詐欺の幇助犯として逮捕・起訴及び実刑に
至った事例が増加しており、社会的な問題となっている。このような状況を踏まえ、総務省は、令和7年5月に電気通信事業法（昭和
59年法律第86号）を改正し、電話番号の犯罪利用対策等に係る電気通信番号制度の見直しを行った。

 本件は、令和7年改正電気通信事業法の施行に向けた規定の整備等のため、情報通信審議会からの答申（「電話番号の犯罪利
用対策等に係る電気通信番号制度の在り方」一次答申）等を踏まえ、主に以下の内容について、電気通信番号規則（令和元年
総務省令第4号）の一部改正等を行うものである。



１．電気通信番号使用計画の認定基準の
追加に伴う規定の整備
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・ 電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）の一部改正 諮問対象
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 令和7年改正電気通信事業法において、犯罪捜査から免れるため短期間で休業状態になるような者や特殊詐欺に関する窃盗（受け
子等）の罪を犯した者を排除するため、電気通信番号使用計画の認定における申請者の基準として次の要件が追加された。
 電気通信役務の継続的な実施が見込まれること
 その提供する電気通信役務が詐欺罪等に利用されるおそれが高くないこと

 これを踏まえ、①規律の対象となる電気通信番号の種別、②申請者の役務継続性を審査するための申請書類、③その提供する電気
通信役務が詐欺罪等に利用されるおそれが高い者の要件を規定する。

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（電気通信番号使用計画の認定の申請）
第五条 （略）
３ 法第五十条の二第二項の総務省令で定める添付書類は、次のとおりとする。

一 申請者が法人又は団体である場合は、役員の名簿及び住民票（本籍の記載のあるものに限る。
次号において同じ。）の写し又はこれに相当する書類

二 申請者が個人である場合は、住民票の写し又はこれに相当する書類
三 次条第二項各号に掲げる利用者設備識別番号について電気通信番号使用計画の認定を受け

ようとする場合は、事業計画書
四・五 （略）

関係する主な改正規定

• 電気通信番号使用計画の認定申請の際の添付書類として、詐欺罪等での
処罰歴の確認のために、役員の名簿及び本籍の記載のある住民票の提出
を求める。

• また、固定電話番号・音声伝送携帯電話番号・特定IP電話番号に係る役
務継続性の審査のため、事業計画書の提出を求める。

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（電気通信番号使用計画の認定の基準）

第六条 （略）
２ 法第五十条の四第二号イの総務省令で定める利用者設備識別番号は、次のとおりとする。
一 別表第一号に掲げる固定電話番号
二 別表第四号に掲げる音声伝送携帯電話番号
三 別表第六号に掲げる特定ＩＰ電話番号

• 特殊詐欺に利用された電気通信番号種別の推移を踏まえ、役務継続性の確
認の対象となる電気通信番号の種別について、固定電話番号・音声伝送携
帯電話番号・特定IP電話番号を規定する。

※ なお、この電気通信番号の種別は、後述の卸元事業者への確認義務の対象となる電気通
信番号の種別にもなる。

規定の趣旨

関係する主な改正規定規定の趣旨

① 規律の対象となる電気通信番号の種別

② 申請者の役務継続性を審査するための申請書類



（変更の認定の申請）
第九条 （略）
３ 法第五十条の六第二項において準用する法第五十条の二第二項の総務省令で定める添付書

類は、次のとおりとする。
一 第五条第三項各号（第三号を除く。）に定める書類（第一号及び第二号に定める書類にあっ

ては、当該書類の内容に変更があった場合に限る。）
二 （略）
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様式第４（第５条第４項関係）
事業計画書

１ 事業開始年月日

２ 電気通信事業その他の事業の実績

３ 関係会社及び当該関係会社の電気通信事業その他の事業の実績

４ 役員の経歴

５ 事業の開始のため必要となる設備資金及び運転資金の額並びにその調達方法及び返済計画

６ 事業開始年月日以降５年間の収支見込み

• 事業計画書の記載内容としては、以下の6項目を規定する。
① 事業開始年月日
② 申請者の事業実績
③ 関係会社の事業実績
④ 役員の経歴
⑤ 事業開始に必要となる資金の額、調達方法、返済計画
⑥ 事業開始後5年間の収支見込み

• 後述の卸電気通信役務の提供の際の役務継続性の確認基準を踏まえ、当該
基準に該当する場合には②～④の事項を事業計画書において求めることとする。
また、資金計画等について審査するために⑤及び⑥の事項を求めることとし、こ
れらの事項を総合的に勘案し、事業継続性の審査をすることとする。

• 変更認定申請の際の添付書類については、変更認定時の申請の簡素化及び
審査の実効性担保の観点から、役員の名簿及び住民票（内容に変更が
あった場合に限る。）のみを規定する。

関係する主な改正規定規定の趣旨

社名 実績

役員 経歴

年目： 年 月 日から 年 月 日まで 備考

収
入

電気通信事業収入 千円
その他収入
計

支
出

電気通信事業支出 千円
その他支出
計

差引利益
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●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（電気通信番号使用計画の認定の基準）

第六条 法第五十条の四第一号ハの総務省令で定める基準は、次のとおりとする。
２ （略）
３ 法第五十条の四第二号ロの総務省令で定める要件は、次のとおりとする。

一 刑法（明治四十年法律第四十五号）第二百三十五条の罪（官公職を詐称し、又は預金等
に係る不当契約の取締に関する法律（昭和三十二年法律第百三十六号）第一条第一項に規
定する金融機関の従業者になりすまし、その他不正の方法をもって他人を欺いて、当該他人の預貯
金通帳、預貯金の引出用のカードその他これらに類するものを窃取するものに限る。次号において同
じ。）を犯し、刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行を受けることがなくなった日から二年を
経過しない者

二 盗犯等の防止及び処分に関する法律（昭和五年法律第九号）第三条の罪（刑法第二百三
十五条の罪に係るものに限る。）を犯し、刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行を受ける
ことがなくなった日から二年を経過しない者

三 法第五十条の十の規定により法第五十条の二第一項の認定を取り消された者が法人又は団体
である場合において、当該取消しの処分を受ける原因となった事項が発生した当時現に当該法人
又は団体の役員であった者で、当該取消しの日から起算して二年を経過しないもの

四 法人又は団体であって、その役員のうちに前三号のいずれかに該当する者があるもの

• 「その提供する電気通信役務が詐欺罪等に利用されるおそれが高い者の要件」
として以下の4点を規定する。

① 特殊詐欺に係る窃盗罪（キャッシュカード詐欺盗※を想定）により刑に処せら
れ2年を経過しない者

② 特殊詐欺に係る窃盗罪（キャッシュカード詐欺盗※を想定）により常習累犯窃
盗罪で刑に処せられ2年を経過しない者

③ 電気通信番号使用計画の認定取消しを受けた法人等の当時の役員であっ
て、認定の取消の日から2年を経過しない者

④ ①～③に該当する者が役員にいる法人等

※ キャッシュカード詐欺盗 警察庁特殊詐欺対策ページより

警察官などを偽って電話をかけ「キャッシュカード（銀行口座）が不正に利用されてい
る」「預金を保護する手続をする」などとして、嘘の手続きを説明した上で、キャッシュカード
をすり替えるなどして盗み取る手口です。
電話での説明後に「キャッシュカードの確認に行く」などの名目で私服警察官や銀行協

会職員等になりすました犯人が自宅を訪れ、被害者が目を離している隙に、あらかじめ用
意しておいた偽のカードと本物のカードをすり替え、被害者が気づかない内に口座から現
金を引き出してしまいます。

③ 提供する電気通信役務が詐欺罪等に利用されるおそれが高い者の要件
関係する主な改正規定規定の趣旨



２．卸電気通信役務を提供する際の確認義務
に係る規定の整備
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・ 電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）の一部改正 諮問対象
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 令和7年改正電気通信事業法において、一般的に特殊詐欺に使用される電気通信番号が卸電気通信役務の提供を受ける事業者
から供給されているという実態を踏まえ、事業者が他の事業者に卸電気通信役務を提供する場合に、次の取組を行うことが義務付けら
れた。
 卸先電気通信事業者が電気通信番号使用計画の認定を受けていることを確認すること
 一定以上の番号数を提供する場合には、卸先電気通信事業者の役務継続性の見込みを確認すること

 これを踏まえ、①電気通信役務の提供を継続的に実施すると見込まれる要件、②電気通信番号使用計画の認定の有無及び役務継
続性の確認方法、③役務継続性の確認義務の適用除外となる提供番号数を規定する。

① 電気通信役務の提供を継続的に実施すると見込まれる要件
関係する主な改正規定規定の趣旨

• 役務継続性があると認められる基準としての事業継続期間を「６ヶ月」と規定す
る。

• その他、役務継続性があると認められる要件としては、以下の5つの要件を規定
する。
① 卸先事業者自身が、令和7年改正法施行後に総務省から直接電気通信

番号使用計画の認定を受けていること
② 卸先事業者の関係会社（国内企業）が、6ヶ月以上継続して電気通信

事業その他の事業を行っていること
③ 卸先事業者自身が、外国の法令の規定による許認可等を受けて、6ヶ月

以上継続して、外国で電気通信事業を行っていること
④ 卸先事業者の親会社（海外企業）が、外国の法令の規定による許認可

等を受けて、6ヶ月以上継続して、外国で電気通信事業を行っていること
⑤ 卸先事業者自身の役員に、認定を受けた電気通信事業者において電気

通信設備の設計、工事、維持又は運用等に関する業務に3年以上従事し
た経験者がいること

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（電気通信役務の提供を継続的に実施すると見込まれる要件等）

第十六条 法第五十条の七第二号の総務省令で定める期間は、六月とする。

２ 法第五十条の七第二号の総務省令で定める要件は、次の各号に掲げる要件のいずれかとする。
一 電気通信事業法及び日本電信電話株式会社等に関する法律の一部を改正する法律（令和

七年法律第四十六号）の施行の日以後に法第五十条の二第一項の認定又は法第五十条の
六第一項の変更の認定を受けた電気通信事業者（法第五十条の二第三項の規定により同条
第一項の認定又は法第五十条の六第一項の変更の認定を受けたものとみなされる電気通信事
業者を除く。）であること。

二 関係会社（会社計算規則（平成十八年法務省令第十三号）第二条第三項第二十五号に
規定する関係会社をいう。次条第一項第二号ハにおいて同じ。）のうちに、外国会社（会社法
（平成十七年法律第八十六号）第二条第二号に規定する外国会社をいう。第四号において同
じ。）以外の者であって、前項に定める期間以上継続して電気通信事業その他の事業を行ってい
るものがあること。

三 法に相当する外国の法令の規定による許認可等（行政手続法（平成五年法律第八十八
号）第二条第三号に規定する許認可等をいう。次号及び次条第一項第二号において同じ。）を
受けて、前項に定める期間以上継続して外国において電気通信事業に相当する事業を行っている
こと。

四 親会社（会社法第二条第四号に規定する親会社をいう。次条第一項第二号ホにおいて同
じ。）が外国会社であって、当該親会社が、法に相当する外国の法令の規定による許認可等を受
けて、前項に定める期間以上継続して当該外国において電気通信事業に相当する事業を行って
いること。
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• 卸先事業者が電気通信番号使用計画の認定を受けていることの確認方法とし
て、卸先事業者の区分に応じて、以下の2点を規定する。
イ）卸先事業者が総務省から直接認定を受けている事業者である場合には、
電気通信番号使用計画の認定証の提示を受ける方法

ロ）卸先事業者がみなし認定事業者である場合には、電気通信事業の登録
番号・届出番号及び当該卸先事業者が作成した電気通信番号使用計画
の提示を受ける方法

② 電気通信番号使用計画の認定の有無及び役務継続性の確認方法

五 役員のうちに、法第五十条の二第一項の認定を受けた電気通信事業者の電気通信事業の用
に供する電気通信設備の管理に関する業務のうち、次のいずれかに該当するものに通算して三年
以上従事した経験を有する者があること。
イ 電気通信番号を使用した電気通信役務に係る電気通信設備の設計、工事、維持又は運用

に関する業務
ロ イに掲げる業務を監督する業務

関係する主な改正規定規定の趣旨

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（確認の方法等）

第十七条 法第五十条の七の規定による確認は、次に掲げる確認の区分に応じ、当該各号に定める
方法により行わなければならない。
一 法第五十条の七第一号に該当することの確認 次のイ又はロに掲げる卸電気通信役務の提供

の相手方の区分に応じ、当該イ又はロに定める方法
イ 法第五十条の七第一号イに掲げる者 当該相手方から法第五十条の二第一項の認定に係る

第七条第一項の認定証又は法第五十条の六第一項の変更の認定に係る第十条において準
用する第七条第一項の認定証の提示を受ける方法

ロ 法第五十条の七第一号ロに掲げる者 当該相手方から次の(1)及び(2)に掲げるものの提示を
受ける方法

(1) 法第十一条第一項第二号に規定する登録番号又は電気通信事業法施行規則第九条
第十五項若しくは第六十条の二第二項に規定する届出番号

(2) 利用者設備識別番号の使用に係る電気通信番号使用計画

• 卸先事業者が役務継続性を有することの確認について、役務継続性があると
認められる要件ごとに、以下のとおり確認方法を規定する。

イ）卸先事業者自身が、6ヶ月以上継続して電気通信事業その他の事業を
行っていることの確認方法は、(1)と(2)のいずれかの方法とする。
(1) 卸先事業者から、契約書や料金請求書等の事業継続期間が確認でき
る書類の提示を受ける方法

(2) 金融商品取引所に当該卸先事業者の株式が上場されていることを確
認する方法

二 法第五十条の七第二号に該当することの確認 次のイからホまでに掲げる卸電気通信役務の提
供の相手方への確認の区分に応じ、当該イからホまでに定める方法
イ 当該相手方が前条第一項に定める期間以上継続して電気通信事業その他の事業を行ってい

ることの確認 次の(1)又は(2)に掲げるいずれかの方法
(1) 当該相手方から電気通信役務その他の役務の提供に係る契約書その他の事業継続期間
が確認できる書類の提示を受ける方法

(2) 金融商品取引所（金融商品取引法（昭和二十三年法律第二十五号）第二条第十六
項に規定する金融商品取引所をいう。ハ(2)において同じ。）に当該相手方の株式が上場され
ていることを確認する方法

※ 併せて、認定証の様式を変更し、電気通信番号の種別、固定電話番号については認定
を受けている番号区画等を記載することを想定している。
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ロ 当該相手方が前条第二項第一号に該当することの確認 当該相手方から法第五十条の二第
一項の認定に係る第七条第一項の認定証又は法第五十条の六第一項の変更の認定に係る第
十条において準用する第七条第一項の認定証の提示を受ける方法

ハ 当該相手方が前条第二項第二号に該当することの確認 次の(1)又は(2)に掲げるいずれかの
方法
(1) 当該相手方から有価証券報告書（金融商品取引法第二十四条第一項に規定する有価

証券報告書をいう。(2)及びホ(1)において同じ。）その他の当該相手方と当該相手方の関係会
社との関係を証する書類及び電気通信役務その他の役務の提供に係る契約書その他の当該関
係会社の事業継続期間が確認できる書類の提示を受ける方法

(2) 当該相手方から有価証券報告書その他の当該相手方と当該相手方の関係会社との関係を
証する書類の提示を受け、かつ、金融商品取引所に当該関係会社の株式が上場していることを
確認する方法

ニ 当該相手方が前条第二項第三号に該当することの確認 当該相手方から次の(1)及び(2)に掲
げるものの提示を受ける方法
(1) 法に相当する外国の法令の規定による許認可等を受けていることを証する書類
(2) 電気通信役務に相当する役務の提供に係る契約書その他の事業継続期間が確認できる書

類

ホ 当該相手方が前条第二項第四号に該当することの確認 当該相手方から次の(1)から(3)までに
掲げる書類の提示を受ける方法
(1) 外国において開示が行われている有価証券報告書に相当する書類その他の当該相手方と当

該相手方の親会社との関係を証する書類
(2) 当該相手方の親会社が法に相当する外国の法令の規定による許認可等を受けていることを証

する書類
(3) 電気通信役務に相当する役務の提供に係る契約書その他の当該相手方の親会社の事業継

続期間が確認できる書類

ヘ 当該相手方が前条第二項第五号に該当することの確認 当該相手方から当該相手方の役員の
うちに前条第二項第五号に規定する経験を有する者があることを証する書類の提示を受ける方法

ロ）卸先事業者自身が、令和7年改正法施行後に総務省から直接電気通
信番号使用計画の認定を受けていることの確認は、以下の方法とする。
電気通信番号使用計画の認定証の提示を受ける方法

ハ）卸先事業者の国内の関係会社が、電気通信事業その他の事業を６ヶ月
以上継続して行っていることの確認方法は、(1)と(2)のいずれかの方法とする。
(1) 卸先事業者から、有価証券報告書等の関係会社との関係を証する書
類の提示を受け、かつ、契約書や料金請求書等の事業継続期間が確認
できる書類の提示を受ける方法

(2)卸先事業者から、有価証券報告書等の関係会社との関係を証する書
類の提示を受け、かつ、金融商品取引所に当該関係会社の株式が上場
されていることを確認する方法

ニ）卸先事業者自身が、海外において、電気通信事業法に相当する法令の許
認可を受けて、電気通信事業に相当する事業を６ヶ月以上継続して行って
いることの確認方法は、以下の2点の書類の提示を受ける方法とする。
• 電気通信事業の登録・届出に相当する海外の許認可を受けていることにつ
いて、海外の政府機関が発行した許認可等の証書等

• 契約書や料金請求書等の事業継続期間が確認できる書類

ホ）卸先事業者の海外の親会社が、海外において、電気通信事業法に相当
する法令の許認可を受けて、電気通信事業に相当する事業を６ヶ月以上継
続して行っていることの確認方法は、以下の3点の書類の提示を受ける方法と
する。
• 有価証券報告書に相当する書類等の親会社との関係を証する書類
• 親会社が電気通信事業の登録・届出に相当する海外の許認可を受けてい
ることについて、海外の政府機関が発行した許認可等の証書等

• 契約書や料金請求書等の事業継続期間が確認できる書類

ヘ）卸先事業者自身の役員に、認定を受けた電気通信事業者において電気
通信設備の設計、工事、維持又は運用等に関する業務に3年以上従事した
経験者がいることの確認方法は、認定事業者から発行された退職証明書等
の従事経験の内容を把握することが可能な書類の提示を受ける方法とする。
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• 役務継続性の確認義務の適用除外となる提供番号数は、番号の効率的な使
用や不適正な利用の防止の実効性と新規事業者に対する負担も勘案し、番
号種別ごとに50番号とする。

③ 役務継続性の確認義務の適用除外となる提供番号数
関係する主な改正規定規定の趣旨

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（利用者設備識別番号の数）

第十八条 法第五十条の七の総務省令で定める数は、第六条第二項各号に掲げる利用者設備識
別番号の種別ごとに五十とする。



３．見直し後の電気通信番号制度の適切な
執行のため必要な規定の整備

11

・ 電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）の一部改正
・ 電気通信事業報告規則（昭和63年郵政省令第46号）の一部改正

諮問対象

諮問対象外
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 電気通信番号を使用した卸電気通信役務の提供実態を適切に把握する観点から、所要の規定の整備を行う。

① 卸電気通信役務を提供する際の確認義務の確実な履行のための規定の整備
関係する主な改正規定規定の趣旨

• 卸電気通信役務を提供する際の確認義務を確実に履行するため、契約の相
手方が電気通信事業用途での利用を想定しているかどうか（自らの提供する
役務が卸電気通信役務に該当するものかどうか）について、確認することとする。

• 卸電気通信役務を提供する際の確認義務を確実に履行するため、契約期間
中における契約相手方との間の連絡体制の確保について、確認することとする。

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（確認の方法等）

第十七条 （略）
２ （略）
３ 法第五十条の七の規定による確認を行う電気通信事業者は、利用者設備識別番号（第六条

第二項各号に掲げる利用者設備識別番号の種別に係るものに限る。次項において同じ。）を使用
する電気通信役務の提供に関する契約の締結をし、又は更新をしようとするときは、当該契約の相手
方に対し、当該電気通信役務が当該相手方の電気通信事業の用に供するものであるかどうかの確
認をしなければならない。

４ 法第五十条の七の規定による確認を行う電気通信事業者は、利用者設備識別番号を使用する
卸電気通信役務の提供に関する契約の締結をし、又は更新をしようとするときは、当該契約の期間
中における当該契約の相手方との間の連絡体制が確保されていることの確認をしなければならない。

② 卸電気通信役務の提供実態把握のための規定の整備
関係する主な改正規定規定の趣旨

• 電気通信番号を使用した卸電気通信役務の提供実態を把握するため、卸電
気通信役務の提供を受けて電気通信番号を使用する場合の電気通信番号
使用計画について、その提供を受ける卸元事業者名を全て記載させるよう、様
式を変更する。

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
様式第２（第５条第１項、第９条第１項及び第１２条第２項関係）
第２ 利用者設備識別番号（自ら指定を受けて使用する場合を除く。）に係る電気通信番号使用
計画

電気通信番号使用計画

電気通信番号の種別（注１）：

１ （略）
２ 電気通信番号を使用して提供する電気通信役務の内容（注２）（注３）（注４）
３～６ （略）

注１ （略）
２ 卸電気通信役務の提供を受ける電気通信事業者名を全て記載すること。
３～７ （略）
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• その上で、変更手続の簡素化の観点から、卸元事業者名の追加・削除に係る
変更のみの場合には、軽微事項として、事後届出とすることとする。

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
（軽微な変更）

第十一条 法第五十条の六第一項ただし書の総務省令で定める軽微な変更は、次のとおりとする。
一・二 （略）
三 卸電気通信役務の提供を受ける電気通信事業者名の追加又は削除
四～六 （略）

電気通信番号の使用に関する報告
（みなし認定／番号使用状況）

年３月31日現在
事業者名
法人番号

登録番号又は届出番号

注１ （略）
２ 「卸元事業者名」及び「法人番号」の欄は、報告対象事業者に卸電気通信役務の提供を
行う電気通信事業者について、その氏名又は名称及び卸元事業者の法人番号をそれぞれ記
載すること。ただし、法人番号の記載ができない場合にあつては、当該電気通信事業者の住所
を記載すること。

   ３ 「電気通信番号使用計画作成状況」の欄は、左欄に電気通信番号の種別ごとに直近に電
気通信番号使用計画を作成し、又は変更した年月日を、右欄に作成した電気通信番号使
用計画が標準電気通信番号使用計画（令和元年総務省告示第７号）における別表のい
ずれに該当するかを記載すること。

４～8 （略）

●電気通信事業報告規則（昭和63年郵政省令第46号）
様式第28の４（第８条関係）

電気通信
番号の種

別
卸元事
業者名

法人
番号

電気通信番号
使用計画作成

状況

番号使用数 番号
未使
用数

備考 合計うち卸提
供数

合計

• 電気通信番号を使用した卸電気通信役務の提供実態を把握するため、みな
し認定事業者についても、毎年度の電気通信番号の使用に関する報告におい
て、卸元事業者名を記載することとする。



４．その他
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・ 電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）の一部改正
・ 電気通信番号計画（令和元年総務省告示第6号）の一部変更

諮問対象

諮問対象外
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 ①電気通信事業法において卸電気通信役務を提供する際の確認義務を規定したことに伴う現行規定の整理、②電気通信番号を取
り巻く環境の変化を踏まえた所要の規定の整備を行う。

① 電気通信事業法において卸電気通信役務を提供する際の確認義務を規定したことに伴う現行規定の整理
関係する主な改正規定規定の趣旨

• 電気通信事業法及び電気通信番号規則において、卸電気通信役務を提供
する際の確認義務及びその履行方法について規定することとなったことを受け、
電気通信番号計画における同旨の規定を削除するもの。

●電気通信番号計画（令和元年総務告示第6号）
第２ 電気通信番号の使用に関する基本的事項
５ 利用者設備識別番号については、次に掲げる電気通信番号の使用に関する条件によるほか、第

３に定める事項によること。
(1) 他の電気通信事業者への利用者設備識別番号を使用する卸電気通信役務の提供に当たっ

ては、当該他の電気通信事業者が電気通信番号使用計画の認定を受けていることを確認する
こと。

(2) 他の電気通信事業者への利用者設備識別番号を使用する卸電気通信役務の提供に関する
契約を締結するに際しては、当該契約に関する書面（電磁的記録を含む。(3)において同
じ。）において、当該他の電気通信事業者が当該利用者設備識別番号に係る電気通信番号
の使用に関する条件（この５に掲げるものを含む。(3)において同じ。）を遵守することについて合
意すること。

(3) 利用者設備識別番号を使用する電気通信役務の提供に関する契約（当該契約に関する書
面において卸電気通信役務の提供であることを特定するものを除く。）を締結するに際しては、当
該契約に関する書面において、当該契約の相手方である利用者に対して、当該利用者が当該
電気通信役務を自らの電気通信事業の用に供する場合における当該利用者設備識別番号に
係る電気通信番号の使用に関する条件を遵守するよう求めること。

(4) 他の電気通信事業者から利用者設備識別番号を使用する電気通信役務の提供を受けるに
際しては、特別の事情がない限り、当該提供を受ける者は、当該他の電気通信事業者に対して、
当該電気通信役務を自らの電気通信事業の用に供すること及び自らが電気通信番号使用計
画の認定を受け、又は受けようとしていることを申し出ること。

(5) 利用者設備識別番号を使用する卸電気通信役務の提供に関する契約を締結した場合は、
当該契約の相手方との間において、卸元事業者の電気通信番号の管理に資するために、必要
な連絡体制の構築を図ること。
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② 電気通信番号を取り巻く環境の変化を踏まえた所要の規定の整備
関係する主な改正規定規定の趣旨

• 近年、携帯電話端末と衛星を直接通信するサービスが登場している。
• 現在、音声伝送携帯電話番号（060/070/080/090番号）については、携
帯移動地球局に係る設備を識別するものとして、電気通信番号計画第３の
表の注釈の適用をしているが、データ伝送携帯電話番号（0200番号）につ
いては当該注釈の適用がない。

• 今後、同サービスのM2M用途への拡大が見込まれることから、当該注釈の対象
となる番号種別として、データ伝送携帯電話番号（0200番号）を追加する。

• 現在、電気通信番号使用計画の様式において、特定の設備の設置が電気通
信番号の使用に関する条件とされている場合は、当該設備の設置場所につい
ては、市区町村単位での記載を求めている。

• 近年、設備の設置の形態も多様になっていることから、設備の設置場所※に加え
て設備の設置の態様（支配・管理の状況等）を把握するよう、電気通信番号
計画使用の様式を変更することとする。
※ なお、設備の設置場所については、都道府県及び市区町村名の記載は、必須のものとしない

こととする。

電気通信番号 電気通信番号により識別する電気
通信設備又は提供すべき電気通信

役務の種類若しくは内容

電気通信番号
の使用に関す

る条件
電気通信番
号の種別 電気通信番号の構成

データ伝送
携帯電話番
号

0200DEFGHJKLMN
（ただし、英字は十進
数字とし、DEFGHは
総務大臣の指定により
電気通信事業者ごと
に定めるものとする。）

携帯電話又はPHSに係る役務（い
ずれも主としてデータ伝送役務の用
に供するものに限る。）に係る端末
系伝送路設備及び当該設備に接
続される利用者の端末設備等（移
動する無線局の無線設備であるも
のに限る。）（注３、注４）

（略）

（略）

●電気通信番号計画（令和元年総務告示第6号）
第３ 利用者設備識別番号に関する事項

注１～３（略）
４ 携帯移動地球局（電波法施行規則第４条第１項第20号の８に規定する携帯移動地球局を

いう。）に係る端末系伝送路設備及び当該設備に接続される利用者の端末設備等を併せて識別
することができる。この識別のために使用する電気通信番号音声伝送携帯電話番号については、電
気通信番号の使用の条件の欄のうち第２の規定は適用しないものとする。

●電気通信番号規則（令和元年総務省令第4号）
様式第２（第５条第１項、第９条第１項及び第１２条第２項関係）
第１ 利用者設備識別番号（自ら指定を受けて使用する場合に限る。）に係る電気通信番号使用
計画

電気通信番号使用計画

電気通信番号の種別（注２）：

１～８ （略）

注１～４ （略）
５ 次に掲げる事項が明確となるよう記載すること。
(1)～(3) （略）
(4) 特定の設備の設置が電気通信番号の使用に関する条件とされている場合は、当該設備の設

置場所（都道府県及び市区町村名を含む。）及び設置の態様
６～８ （略）
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諮問

令和7年 令和8年

12月 1月 2月 3月 4月 5月

12/10～1/13

意見募集

今後の進め方 17

 総務省においては、答申後、速やかに電気通信番号規則の改正等を実施する予定。

3月中

公布・一部施行

2/20

答申

1/29

電気通信
番号委員会

改正電気通信事業法の
施行の日（未定）

一部施行

官報掲載準備

＜施行期日＞
• 1.～4.①については、電気通信事業法及び日本電信電話株式会社等に関する法律の一部を改正する法律の施行の日に施行する。

※ なお、改正後の電気通信事業報告規則の規定については、令和8年度の期間について報告するものから適用する。

• 4.②については、公布の日に施行する。

4.② 電気通信番号を取り巻く環境の変化を踏まえた所要の規定の整備
1.電気通信番号使用計画の認定基準の追加に伴う規定の整備
2.卸電気通信役務を提供する際の確認義務に係る規定の整備
3.見直し後の電気通信番号制度の適切な執行のため必要な規定の整備
4.① 電気通信事業法において卸電気通信役務を提供する際の確認義

務を規定したことに伴う現行規定の整理



（公印・契印省略） 

情 郵 審 第 ９ 号 

令和８年２月20日 

総 務 大 臣 

林  芳 正 殿 

情報通信行政・郵政行政審議会 

会 長 相 田  仁 

答 申 書 

令和７年12月９日付け諮問第3205号をもって諮問された事案について、審議の結果、

下記のとおり答申する。 

記 

１ 本件、電気通信番号規則の一部改正等について、諮問のとおり改正することが適

当と認められる。 

２ また、本件について総務省が実施した意見募集に関し、提出された意見に対する

別添の総務省の考え方について、適当と認められる。 

以上



「電気通信番号規則の一部改正等について」 

に対する意見及びその考え方 

意見募集期間：令和７年12月10日（水）～令和８年１月13日（火） 

案件番号：145210614 

意見提出 ８件 （法人：３件、個人：５件） 

（提出順、敬称略） 

受付 意見提出者 

１ 個人１ 

２ 個人２ 

３ 個人３ 

４ 株式会社 NTT ドコモ 

５ ソフトバンク株式会社

６ KDDI 株式会社 

７ 個人４ 

８ 個人５ 



 

１ 

・電気通信番号規則の一部改正について 

意見 考え方 
修正の 

有無 

（１）総論 

意見１ 

● 制度改正に賛同。 

○ 私は、電気通信番号規則の一部改正等について賛成です。 

なぜなら、特殊詐欺を防ぐ構造として機能すると思うからです。 

【個人４】 

○ 賛同の御意見として承ります。 

無 

意見２ 

● 制度改正に賛同。 

● 制度運用について、実運用を担う企業が負担を受けないよう、総務省において免許の取消しやサービス停止の運用を

強化することを求める。 

○ 制度改正に賛同します。そのうえで制度運用に関しては、番号

計画の実運用を担う企業が与信等の負担を受けないよう、総務省

側で免許取消しあるいはサービス停止の運用をより強化するよう

求めます。総務省の制度変更により、卸売業者はいくらでも生ま

れる状況にあり、それにより詐欺被害が増加していることを認識

していただきたいです。 

【個人

３】 

○ 賛同の御意見として承ります。 

○ 運用に関する御意見は、参考とさせて

いただきます。 

無 

意見３ 

● 制度見直しについて、趣旨に賛同し、前向きに対応していく。 

● みなし認定事業者については、犯罪抑制の実効性の観点から、継続的な検証が必要。 

● 本施策による犯罪抑制効果が十分に得られない場合には、正当な事業者への負担のみが累積するおそれがある。適正

な事業運営を行う事業者の過度な負担とならないよう配慮しつつ、必要に応じた見直し検討を要望する。 

○ 当社としては、電話番号の犯罪利用対策の強化を目的とした本

制度見直しについて、その趣旨に賛同し、前向きに対応していく

考えであります。 

本改正は、特殊詐欺に使用される電気通信番号が卸電気通信役

○ 賛同の御意見として承ります。 

○ みなし認定事業者に対して、一律に国

が事前確認等の関与を行うことは、多様

な電気通信事業者が電気通信サービスを

無 



 

２ 

意見 考え方 
修正の 

有無 

務の提供を受ける事業者から供給されているという構造を踏ま

え、卸元となる番号指定事業者および認定事業者に対して、卸先

事業者の確認義務や提出書類の追加（役員一覧や住民票）等が求

められている一方で、みなし認定事業者は、従来どおり総務省に

よる事前確認や関与が行われない制度設計となっております。こ

の点については、犯罪抑制の実効性の観点から、継続的な検証が

必要であると考えております。 

また、適正な手続きを行い継続的に事業を行っている事業者ほ

ど、確認や事務対応に係る運用負担が増加する構造となってお

り、本施策による犯罪抑制効果が十分に得られない場合には、正

当な事業者への負担のみが累積するおそれがあります。 

今後におかれては、みなし認定事業者に対して直接総務省から

確認（役員一覧や住民票等）をする等、制度全体の在り方につい

て、適正な事業者の過度な負担とならないよう配慮しつつ、必要

に応じた見直しを検討いただくことを要望いたします。 

【ソフトバンク株式会社】 

円滑に提供できるよう、電気通信番号を

使用するための手続を迅速化するという

制度の観点から、現時点においては想定

しておりませんが、みなし認定事業者で

あっても電気通信事業法に基づく義務内

容等に変わりはなく、電気通信番号の不

正な利用が認められた場合には厳格に対

処することが適当であると考えます。 

○ ご指摘の適正な事業運営を行う事業者

の負担については、過度な負担とならな

いよう配慮しつつ、改正法の施行状況や

犯罪利用の実態等を踏まえ、必要に応

じ、制度の実効性と事業者負担のバラン

スの見直しの検討を行うことが適当であ

ると考えます。 

（２）電気通信番号使用計画の認定基準の追加に伴う規定の整備について 

意見４ 

● 電話契約に住民票の提出を求めるのは、海外旅行者等が日本で電話契約をするのを妨げるのではないか。防犯と称し

て、差別的・排外的な規制にならないことを求める。 

○ 防犯上の理由による 電話契約の規制と見るが、電話契約に 住

民票の提出を義務付けるのは、海外旅行者などが 日本での電話

契約をするのを 妨げるのではないか? 

この様な使用を考えれば、住所が無い者でも 契約可能であるべ

きだ。 

住民票ではなく、「本人確認書類」とすべきだろう。 

防犯と称して、差別的・排外的な規制にならぬ様求める。 

【個人１】 

○ 本改正は、電気通信事業者に対し、電

気通信番号使用計画の認定申請の添付書

類として、欠格事由への該当有無の確認

のために、住民票の提出を義務付けるも

のであって、電話契約を行う際に一般消

費者に対し住民票の提出を求めるもので

はありません。 

無 



 

３ 

意見 考え方 
修正の 

有無 

意見５ 

● 改正の方向性について賛同。 

● 添付書類として示される住民票については、記載内容が最新であれば、取得時期を問わない運用としてほしい。 

○ 電気通信番号規則の一部改正により、電気通信番号が悪意を持

った事業者に悪用されることを抑止でき、利用者が安心・安全に

利用できる環境構築に資するため、改正の方向性に賛同いたしま

す 

 電気通信番号使用計画認定における添付書類を追加し、提出を

義務化することで詐欺罪等処罰歴の確認を強化する点は、特殊詐

欺防止に有効と考えます 

一方、添付書類として示されている「住民票（本籍の記載のあ

るものに限る）」について、記載内容が最新であれば、その住民票

の取得時期を問わない運用としていただくことを要望します 

【株式会社 NTTドコモ】 

○ 賛同の御意見として承ります。 

○ 電気通信番号使用計画の認定申請の添

付書類として提出を求める住民票につい

ては、本籍の記載など詐欺罪等での処罰

歴の確認に必要な記載内容が最新のもの

であれば足りるものであると考えます。

なお、実務上、画一的に発行有効期限を

設けることなどは不要と考えます。 

無 

意見６ 

● 第６条第３項第１号について、預金等に係る不当契約の取締に関する法律を引用する必要はないのではないか。これ

では、消費者金融会社やクレジットカード会社が含まれないと解されるおそれがあり、妥当でない。 

○ 改正後電気通信番号規則第 6条第 3項第 1号について、「その

他不正の方法」という大雑把な規定になっていることから、わざ

わざ預金等に係る不当契約の取締に関する法律を引用しなくても

よいのではないか？ 

 これでは、消費者金融会社やクレジットカード会社が含まれな

いと解されるおそれがあり、妥当でない。 

【個人２】 

○ 本規定では、官公職や金融機関の従業

者になりすます行為を「例示」として挙

げつつ、それ以外の欺罔手段については

「その他不正の方法」という包括的な規

定を設けています。 

預金等に係る不当契約の取締に関する

法律を引用したのは、最も一般的な銀行

職員等を騙る事案における「金融機関」

の定義を明確にするものです。 

ご指摘の消費者金融会社やクレジット

カード会社等の従業者になりすまして行

無 



 

４ 

意見 考え方 
修正の 

有無 

う行為は、「その他不正の方法」に該当

し、また、窃取の対象についても、「預

貯金の引出用のカードその他これらに類

するもの」と規定していることから、ク

レジットカード等は「これらに類するも

の」として対象となると考えます。 

（３）卸電気通信役務を提供する際の確認義務に係る規定の整備について 

意見７ 

● 確認義務を履行した結果、役務提供を拒否する又は提供番号数の制限を行うことは、電気通信事業法第 121条（提供

義務）への違反には該当しないという理解でよいか。 

○ 今般の省令等の改正に基づき確認義務を履行した結果、役務提

供を拒否する又は提供番号数の制限を行うことは電気通信事業法

第 121条（提供義務）への違反には該当しないという理解でよろ

しいでしょうか。 

【KDDI株式会社】 

○ 改正後の電気通信事業法第 50条の７

の規定に基づき、卸先事業者の確認を行

った上で、当該卸先事業者が同条各号に

掲げる要件に該当しないことを理由に電

気通信役務の提供を拒否又は制限するこ

とは、同法第 121条への違反には該当し

ないと考えます。 

無 

（４）その他 

意見８ 

● 電気通信番号使用計画の様式について、電気通信設備の設置場所を市区町村単位で記載することが困難な場合に、設

置場所の概要を記載することを許容する改正について賛同。 

○ 昨今ではパブリッククラウドの活用など、設備設置の態様も多

様化してきている状況と認識しております。そのため、設備設置

場所を市区町村単位で記載することが困難な場合に、設置場所の

概要を記載することを許容する改正について賛同致します。 

【KDDI株式会社】 

○ 賛同の御意見として承ります。 

無 

意見９ 

● 省令案を支持。 



 

５ 

意見 考え方 
修正の 

有無 

● 電話番号枯渇対策として固定電話と携帯電話の番号区別を廃止し、併用・混在を認める抜本改革を優先すべき。 

○ 省令案を支持しますが、電話番号枯渇対策として固定電話と携

帯電話の番号区別を廃止し、併用・混在を認める抜本改革を優先

すべきです。 

固定電話は一般家庭から消えつつあり（加入率 20%未満、総務

省 2025年データ）、番号資源の無駄です。市外局番を携帯番号に

も付けられるようにし、桁数バラバラでも併用可能にすれば、枯

渇問題は大幅緩和されます。一気に変える必要なく、既存ユーザ

ーはそのまま、新規は選択制で進めれば混乱なし。他国のように

区別をなくせば効率的です。規制強化や審査厳格化はイタチごっ

こで、国民負担増大だけです。通信は根幹インフラなので、金儲

け優先を終わらせ、公共料金化（月 3,000円以下上限）と合わせ

て改革してください。省令案に抜本改革を反映を求めます。 

【個人５】 

○ 賛同の御意見として承ります。 

○ 電話番号枯渇対策については、御意見

として承ります。なお、固定電話番号

は、番号指定事業者に義務を課し、地理

的識別性や社会的信頼性を担保してお

り、その識別性等の維持は引き続き重要

であると考えております。 無 

 

  



 

６ 

・電気通信番号計画の一部変更について 

意見 考え方 
修正の 

有無 

意見１ 

● データ伝送携帯電話番号を携帯移動地球局で利用できる形への改正について賛同。 

○ 衛星直接通信サービスの M2M用途等への適用拡大に資するた

め、データ伝送携帯電話番号を携帯移動地球局で利用できる形へ

の改正について賛同致します。 

【KDDI株式会社】 

○ 賛同の御意見として承ります。 

無 

 

 

 

 




